
被疑者に知らせるべき，「事情聴取（取調）に対する心構え」について
1 　黙秘権
被疑者が，取調に際し，刑訴法198条2項の黙秘権の告知を受けていたとしても，その権利内容を正確に理解していない場合があります。
黙秘権の告知を受けているかの確認と共に，「自己の意思に反して供述する必要がない」ことの意味として，「黙秘権とは，取調官から質問され供述を迫られたとしても，一切の質問に対し，何も答えず，黙っていてもかまわないという権利」であること，「黙秘権を行使したことで不利益な扱いを受けることはない」こと，黙秘権を行使することは決して間違ったことではないことを知らせてあげて下さい。
また，実際に，黙秘権を行使すべきかに関しては，個々のケースごとに応じた弁護人としてのアドバイスを心がけて下さい。
2 　署名押印拒否権
被疑者の中には，供述調書に署名押印を求められれば，署名押印をしなければならないと思いこんでいる人もいます。
刑訴法198条5項に「被疑者が，調書に誤りのないことを申し立てたときは，これに署名押印を求めることができる。但し，これを拒絶した場合はこの限りでない」と明記されていること。調書に，例え100%被疑者の言い分通りのことが書かれていたとしても，署名押印する義務はないことを知らせてあげて下さい。供述調書は，取調官が文章を作成するので，取調官の意図，主観が混じった文章になってしまっていることが良くあることを理解してもらい，被疑者が言っていないことが書かれている場合だけでなく，表現に違和感を感じたり，文章のニュアンスが何かおかしいと感じたら，署名押印しなくても何ら問題はないことを知らせてあげて下さい。
3 　増減変更の申立権
被疑者の中には，取調官が署名押印を求めてきた調書を訂正してもらうことは出来ないと思っている人がいます。
刑訴法198条4項は，調書を「被疑者に閲覧させ，又は読み聞かせて，誤りがないかどうかを問い，被疑者が増減変更の申立てをしたときは，その供述を調書に記載しなければならない」と定められていることを知らせてあげて下さい。被疑者には，取調官に対し，供述調書の記載内容を訂正することを求める権利があり，訂正を求められれば取調官は応じなければならないことを知らせてあげて下さい。
但し，訂正が一部だけであれば，訂正を求めなかった部分は，被疑者が間違いないと納得したものと解釈されるおそれもあります。訂正を求めるときは，文章全体との関係，前後も文章との関係をよく吟味すること。どの様に訂正を求めれば良いかが判らなかったり，何らかの迷いがあれば，供述調書への署名押印そのものを拒否して，弁護人と相談すべきであることを知らせてあげて下さい。
4 　調書の閲読（内容の確認）
被疑者に対する調書の記載内容の確認は，多くは取調官による「読み聞かせ」の方法によっており，刑訴法上も「読み聞かせ」でも足りるということになっています（198条4項）。しかし，被疑者は，身体拘束を受けての取調により疲弊した状態で「読み聞かせ」られているのが実情であり，聞き逃しや，勘違いにより，後で読み返してみると被疑者の真意と異なる記載内容となっている場合は決して少なくありません。
調書への署名押印をしてもよいか正確な判断をするために，取調官に対し，「被疑者自身が調書を直接読んで内容を確認する」ことを求めてよいこと（198条4項），もし，取調官がこの求めに応じない時は，調書への署名押印を拒否してもかまわないことを知らせてあげて下さい。
5 　全体的な心構え
被疑者は，身体拘束の辛さなどから，自白することや調書の記載内容を十分に吟味せずに署名押印するなど，色々な場面で妥協してしまうことがあります。取調官から威迫されたり，時には暴力を振るわれたり，利益誘導されたりすることも珍しいことではありません。否認していると家族や関係者に不利になるとか，被疑者の言い分を一部認めてやるかわりに取調官の言い分（作文）も認めろという取引を持ち出してくるかもしれません。

被疑者の中には，取調過程で妥協して自白したり取調官の言うとおりの調書を作っても，裁判所で，裁判官の前で本当のことを言えば裁判官が理解してくれる，虚偽自白や妥協した表現も取り除いて自分の言い分を採用してくれるという幻想を抱いている人が珍しくありません。
取調官が求める調書を作らなくても，すぐに不利になることはないが，妥協して虚偽自白したり，取調官が署名押印を求める調書の記載内容に違和感があっても妥協して署名押印してしまうと取り返しがつかなくなる場合があることを知らせてあげて下さい。
また，調書の内容がおかしいと感じたら，決して妥協して，間違った内容の調書に署名押印しないこと。悩んだり，良くわからない場合は，弁護人と相談してから決めると取調官に告げること。取調官に遠慮する必要は全くなく，妥協は命取りになり得ることを知らせてあげて下さい。
